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◆次回広報あきた５月４日号は、大型連休の関係で４月25日(水)から
５月２日(水)までの間に配布します。

４
月
21
日
(土)−

６
月
３
日
(日)

千秋美術館企画展

パブロ･ピカソ 《若い女の肖像(クラーナハ(子)による)Ⅱ》1958年　リノカット

©2018 - Succession Pablo Picasso - BCF(JAPAN) ©Bibliothèque nationale de France

詳しくは２㌻に掲載しています

著作権等の関係によりウェブ上に画像を
表示していません。ご了承ください。



２

前売券販売所

■千秋美術館 ■caoca広場 ■県庁売
店 ■さきがけニュースカフェ ■ロー
ソンチケット(Lコード：22051)

u( )内は、前売り、20人以上の団
体割引、障がい者割引、｢春の院
展｣(４月25日(水)からアトリオ
ンで開催)および秋田県立美術館
との相互割引料金

一般1,000円(800円)　
大学生800円(640円)　
高校生以下無料

20世紀最大の巨匠といわれる
パブロ･ピカソ。その70年以上に
およぶ創作活動において２千点近
くの版画を制作しており、銅版
画、リトグラフなど、技法や素材
も多岐にわたります。

本展では、フランス国立図書館
のコレクションからピカソの版画
作品に光をあて、彼が影響を受け
た、レンブラントやゴヤなど、巨
匠たちの作品も合わせた100点に
より、実験精神にあふれた独創的
な表現の世界を紹介します。

４月21日(土)

10:00〜18:00
(入場は17:30まで)

千秋美術館☎(836)7860

５月５日(土)14:00〜。申込不要
ですが、展覧会チケットが必要。

観覧料

千秋公園さくらファンドにご協力ください

秋田市観光案内所☎(832)7941
観光振興課☎(888)5602(平日)

千秋公園内にある桜は最盛期を過ぎ、花付きの衰えが目立
つようになってきました。毎年美しい桜を見ることができる
よう、植え替えや樹勢回復作業などに役立てる、千秋公園さ
くらファンドに寄付をお願いします。

公園課にご連絡いただければ申込書をお送りします。ま
た、ホームページの｢秋田市電子申請･届出サービス｣からも
お申し込みできます。加えて、募金箱を千秋公園桜まつり会
場のほか、市の公共施設に設置していますので、ぜひご協力
ください。公園課☎(888)5753

☂いずれの会場も、天候などにより開催期間が変更になる場
合がありますのでご了承ください。

＊会期は、太平川が27日まで、高清水とあらやが30日まで。

地
域
の
観
桜
会
へ

よ
う
こ
そ
♪

u桜まつり期間中、千秋公園付近の道路で交通規制を実施しま
すのでご了承ください

uお花見の悪質な場所取りは撤去させていただきます
u千秋公園はみんなの憩いの場です。ごみは各自必ず持ち帰
りましょう

千
秋
公
園
桜
ま
つ
り

桜の開花に合わせて、出店や夜桜の
ライトアップを行います。土･日、祝日
はステージイベントもあるよ！

問い
合わせ

４
月
18
日
(水)
▼
30
日
(月)

◆高清水公園桜まつり
◆太平川観桜会
◆あらやさくら公園観桜会

６月３日(日)
▼

学芸員によるギャラリートーク
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(小学３年生以下は保護者同伴)

★５月５日(土)は中学生以下入館無料！
展望風呂では季節の菖蒲

� � � �

湯を実施♪
★プールエリアで子ども向けイベント

５月４日(金)はサッカーシュートに挑戦、５
日(土)は水中宝探し。いずれも14:00〜。参
加無料。先着各50人。景品あり

ザ･ブーン☎(827)2301問い合わせ

G.W.はザ･ブーンでのんびり♪ 入館料な
ど、詳しくはお問い合わせください。２階レ
ストラン｢太平

� � � �

｣では、G.W.限定の特別メニュ
ーをご提供！ ご家族でお越しください。　

消防車･はしご車などの展示、子ど
も用制服を着て記念撮影、放水体験など。当日は、ヘリコプ
ターが上空を旋回

� � � �

します。騒音でご迷惑をおかけしますがご
了承願います。

５月５日(土)9:30〜12:00
八橋陸上競技場周辺

大森山動物園☎(828)5508
http://www.city.akita.akita.jp/city/in/zoo/

問い合わせ･ホームページ

★ポニーなどのお散歩タイム
★シロフクロウやアカコンゴウイ

ンコなどとの記念撮影
★５月５日(土)には、〝ミルヴェンジ

ャー７
���

〟ショーや、中学生以下を
対象としたサル山の無料エサや
り体験(先着50組)を行います

★大好評｢カピバラの湯っこ｣も！

４月28日(土)から５月６日(日)ま
でのG.W.期間中は、日替わりイベ
ントを開催しま
す。旭山動物園
から新たにユキ
ヒョウも仲間入
り。見所たくさ
んの動物園へみ
んなで来てね！

720円(高校生以下無料)
年間パスポート1,230円

入園料

大森山動物園
〜あきぎんオモリンの森〜

消防と子どもの集い

消防本部予防課☎(823)4247問い合わせ

自然科学学習館☎(887)5330問い合わせ

５月３日(木)u６日(日) 10:00〜15:00

アルヴェ１階きらめき広場

G.W.はアルヴェであそぼう！
〜ダンボールワールド〜

入場
無料

★ダンボール迷路などの遊具がたくさん！
★ダンボールを使ったワークショップ(貯金箱、小物入れ作り)
10:00〜、11:00〜、13:00〜、14:00〜の各回先着30人

★JR東日本秋田支社ブースもお楽しみに♪(５日のみ)
子ども用駅長制服を着て撮影、五能線ジオラマの展示など

カ
ピ
バ
ラ
の
湯
っ
こ
は
６
月
頃
か
ら

一
旦
お
休
み
す
る
の
で
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
入
浴
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い

ゴールデンウイーク

ユキヒョウのリヒト(♂)

入場
無料



４

仲
間
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
歩
数

を
数
え
て
運
動
す
る
習
慣
を
身
に
つ

け
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
、
｢歩
く
べ

あ
き
た
｣の
平
成
29
年
度
の
修
了
式
と

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

65
歳
以
上
の
か
た
が
対
象
の
シ
ニ

ア
の
部
に
は
32
チ
ー
ム
98
人
が
、
職

場
や
団
体
な
ど
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

働
く
世
代
の
部
に
は
74
チ
ー
ム
269
人

が
参
加
。
昨
年
９
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
各
チ
ー
ム
の
ほ
と
ん
ど
が
開
始

前
よ
り
も
計
測
期
間
内
の
１
日
の
平

均
歩
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
働
く
世
代
の
部
で
優

勝
し
た
チ
ー
ム
｢ケ
ン
ポ
コ
会
｣の
平

均
歩
数
は
１
日
１
万
６
千
507
歩
！
チ

ー
ム
で
励
ま
し
合
い
、
楽
し
み
な
が

ら
取
り
組
む
の
が
、
歩
数
を
伸
ば
す

コ
ツ
の
よ
う
で
す
ね
♪

平
成
30
年
度
は
、
７
月
か
ら
参
加

者
を
募
集
す
る
予
定
で
す
。
詳
し
く

は
、
広
報
あ
き
た
で
改
め
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

シニアの部の修了式(１月30日)

市政トピックス

仲
間
と
楽
し
く

健
康
づ
く
り

働く世代の部の表彰式(３月19日)

ピ
カ
ピ
カ
の

黄
色
い
帽
子
を

見
か
け
た
ら

安
全
運
転
で
！

問
い
合
わ
せ

保
健
予
防
課
☎
(８
８
３
)１
１
７
８

〝
歩
く
べ
あ
き
た
〟

平
成
29
年
度
の

修
了
式
＆
表
彰
式

市内小学校別の入学児童数
(平成30年４月１日現在)

保戸野u 28人

明　徳u 29人

築　山u 68人

旭　北u 45人

中　通u 27人

旭　南u 62人

牛　島u 57人

川　尻u 88人

旭　川u 80人

土　崎u 33人

港　北u 82人

土崎南u 43人

高清水u 51人

広　面u 87人

日　新u129人

勝　平u 94人

太　平u 8人

外旭川u 89人

飯　島u 74人

下新城u 18人

上新城u 2人

浜　田u 10人

豊　岩u 7人

仁井田u112人

四ツ小屋u 39人

上北手u 51人

下北手u 12人

下　浜u 10人

金足西u 25人

八　橋u 80人

東　u 79人

泉　u 66人

大　住u 79人

桜　u160人

飯島南u 74人

寺　内u 44人

御所野u 96人

岩見三内u 9人

河　辺u 24人

戸　島u 10人

雄　和u 24人

秋大附u 96人

４
月
３
日
、
恒
例
の
｢黄
色
い
帽

子
贈
呈
式
｣を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

日
正
庁
に
集
ま
っ
た
の
は
市
立
41
小

学
校
の
代
表
児
童
の
み
ん
な
。
そ
の

一
人
一
人
に
、
穂
積
市
長
か
ら
ピ
カ

ピ
カ
の
帽
子
が
被�

�

せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
春
、
新
し
く
市
内
小
学
校
(秋

大
附
属
を
含
む
)の
１
年
生
に
な
っ

た
の
は
２
千
301
人
(４
月
１
日
現

在
)。
運
転
手
の
み
な
さ
ん
、
黄
色
い

帽
子
を
通
学
路
な
ど
で
見
か
け
た

ら
、
安
全
運
転
で
お
願
い
し
ま
す
！
 

問
い
合
わ
せ

学
事
課
☎
(８
８
８
)５
８
０
６

４
月
３
日
、
秋
田
市
役
所
正
庁
で
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３月20日の贈呈式で。末廣­聡­代表取
締役社長(右)へ感謝状を贈りました。
２人の後ろにあるのが展示ケースです

３
月
29
日
の
協
定
締
結
式
で
。
(一
社
)秋

田
県
建
造
物
解
体
業
協
会
の
田
村
典
美
理

事
長
(左
)と
穂
積
市
長

大
規
模
災
害
発
生
時
の

人
命
救
助
な
ど
に
協
力

秋
田
市
と
(一
社
)秋
田
県
建
造
物

解
体
業
協
会
は
、
｢災
害
時
に
お
け

る
応
急
対
策
へ
の
協
力
に
関
す
る
協

定
｣を
締
結
し
ま
し
た
。

協
定
で
は
、
大
規
模
災
害
が
起
き

た
際
、
市
の
求
め
に
応
じ
、
人
命
救

助
や
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
必

要
な
建
設
機
械
を
提
供
す
る
こ
と
、

建
設
機
械
な
ど
の
操
作
や
応
急
活
動

に
必
要
な
技
術
員
を
派
遣
す
る
こ
と

な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

３
月
23
日
の
協
定
締
結
式
で
。
秋
田
中
央

郵
便
局
の
浅
野
不
二
男
局
長
(左
)と
穂
積

市
長 市

内
郵
便
局
と
の
協
定

を
再
締
結
し
ま
し
た

秋
田
市
と
市
内
郵
便
局
(47
か
所
)

で
は
、
災
害
発
生
時
の
対
応
と
平
常

時
に
お
け
る
高
齢
者
等
見
守
り
活
動

の
相
互
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
提
供
を
円
滑

に
行
う
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
た
び
、
新
た
に
市
が

管
理
す
る
道
路
の
損
傷
、
倒
木
、
水

道
の
漏
水
な
ど
を
発
見
し
た
際
の
対

応
に
つ
い
て
の
項
目
を
加
え
、
こ
の

協
定
を
再
締
結
し
ま
し
た
。

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
！

問
い
合
わ
せ

防
災
安
全
対
策
課
☎
(８
８
８
)５
４
３
４

【
寄
付
者
】▼
日
本
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
協
会

秋
田
支
部

市
の
福
祉
に
役
立
て
て
欲
し
い

と
、
昨
年
11
月
に
開
催
し
た
｢第
30
回

Ｎ
Ｂ
Ａ
秋
田
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ク
テ
ル

パ
ー
テ
ィ
ー
｣の
収
益
金
の
一
部
５
万

円
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

福
祉
総
務
課
☎
(８
８
８
)５
６
５
７

３月28日の贈呈式で、日本バーテン
ダー協会秋田支部のみなさんと。中
央の穂積市長の右が鈴木眞澄支部長

３月14日の贈呈式で。谷口雅康秋田
支店長(右)から寄付金の目録をいただ
きしました

市
の
地
方
創
生
に
役
立
て
て
欲
し

い
と
、
役
職
員
募
金
制
度
で
あ
る
｢Ｍ

Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
ゆ
に
ぞ
ん
ス
マ
イ
ル
ク
ラ

ブ
｣か
ら
10
万
円
を
寄
付
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

企
画
調
整
課
☎
(８
８
８
)５
４
８
７

【
寄
付
者
】▼
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ

同
和
損
害
保
険
㈱
秋
田
支
店

【
寄
贈
者
】▼
損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜

キ
ャ
リ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー
㈱

地
元
に
で
き
た
新
た
な
施
設
へ
の

支
援
と
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し

て
、
秋
田
市
新
屋
ガ
ラ
ス
工
房
に
、
ガ

ラ
ス
作
品
な
ど
の
展
示
ケ
ー
ス
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

秋
田
市
新
屋
ガ
ラ
ス
工
房

☎
(８
５
３
)４
２
０
１

寄
贈
･寄
付
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆災害情報は｢防災ネットあきた｣で ｢防災ネットあきた｣にメール
アドレスを登録すると、大雨･地震･津波･土砂崩れなどの災害情報
や、避難勧告などの避難情報を携帯電話やパソコンに配信しま
す。秋田市のホームページまたは­QRコードから登録できます。



６

(世
帯
数
が
一
つ
以
上
増
加
)を
す
る
か

た
(３
年
以
上
の
同
居
)

・
親
、
子
、
孫
な
ど
三
世
代
の
い
ず
れ
か
が

所
有
し
、
居
住
し
て
い
る
住
宅
の
近
く

に
市
外
か
ら
近
居
す
る
か
た
(３
年
以
上

の
近
居
)

【
対
象
と
な
る
工
事
ま
た
は
経
費
】

・
市
内
に
本
店
ま
た
は
支
店
な
ど
が
あ
る

建
設
業
者
な
ど
が
施
工
す
る
、
同
居
に

必
要
な
住
宅
の
本
体
工
事

・
住
宅
を
新
築
ま
た
は
購
入
(中
古
住
宅
を

含
む
)す
る
費
用
、
貸
家
(ア
パ
ー
ト
な
ど

を
含
む
)の
賃
貸
借
契
約
に
係
る
敷
金
･

権
利
金
･仲
介
手
数
料

【
補
助
額
】

・
対
象
工
事
費
の
２
分
の
１
。
市
内
在
住

者
の
同
居
は
上
限
50
万
円
。
市
外
在
住

者
か
市
内
在
住
者
の
う
ち
、
18
歳
以
下

の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
の
同
居
は
上
限

100
万
円

・
住
宅
購
入
費
は
上
限
100
万
円
。
賃
貸
借

契
約
は
上
限
30
万
円

め
に
必
要
な
本
体
工
事

【
補
助
額
】

対
象
工
事
費
の
２
分
の

１
。
購
入
は
上
限
100
万

円
、
賃
貸
借
は
上
限
30

万
円
。
｢秋
田
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
区
域
内
｣お
よ
び
｢秋
田
市
立
地
適

正
化
計
画
の
居
住
誘
導
区
域
内
｣は
、
市
内

在
住
者
の
購
入
が
上
限
50
万
円
、
賃
貸
借

が
上
限
20
万
円

｢空
き
家
バ
ン
ク
｣は
、
市
内
の
空

き
家
の
賃
貸
･売
却
を
希
望
す
る
か

た
か
ら
申
し
込
み
を
受
け
た
情
報

を
、
空
き
家
の
利
用
を
希
望
す
る
か
た
に
紹
介
す
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
空
き
家
を
有
効
活
用
し
た
い
所
有
者
の
か
た
、
秋
田
市
へ
移

住
を
お
考
え
の
か
た
は
、
住
宅
整
備
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w
w
w
.c
ity.a
kita
.a
kita
.jp
/c
ity/c
s/h
s/a
kiya
b
a
n
k/

住
環
境
の
整
備
に
関
す
る
①
②
③
の
各

種
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
秋
田
市
へ

移
住
さ
れ
る
か
た
向
け
の
補
助
事
業
も
あ

り
ま
す
。
知
人
･友
人
に
、
移
住
を
お
考
え

の
か
た
が
い
た
ら
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
紹

介
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

補
助
制
度
で

快
適
な
住
環
境
を

さらに

【
問
い
合
わ
せ
･申
し
込
み
】

住
宅
整
備
課
☎
(８
８
８
)５
７
７
０

●
市
の
各
事
業
と
も
、
東
日
本
大
震
災
で

避
難
し
、
市
内
に
居
住
し
て
い
る
か
た

も
利
用
で
き
ま
す

●
①
の
空
き
家
購
入
ま
た
は
②
の
同
居
の

場
合
は
、
③
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

と
併
用
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

定
住
を
目
的
と
し
た
、
空
き
家
の
改
修

工
事
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
今
年
度

か
ら
、
市
内
在
住
の
か
た
が
利
用
で
き
る

区
域
を
｢秋
田
市
立
地
適
正
化
計
画
の
居

住
誘
導
区
域
内
｣に
拡
大
し
ま
し
た
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

・
市
の
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
空

き
家
を
購
入
し
、
市
外
か
ら
移
住
す
る

か
た
(３
年
以
上
の
定
住
)

・
市
の
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
空

き
家
を
賃
貸
す
る
所
有
者
ま
た
は
賃
借

し
て
市
外
か
ら
移
住
す
る
か
た
(５
年
以

上
の
定
住
)

【
対
象
工
事
】

市
内
に
本
店
ま
た
は
支
店
な
ど
が
あ
る
建

設
業
者
な
ど
が
施
工
す
る
、
定
住
す
る
た

｢多
世
帯
同
居
｣や
転
居
に
よ
り
住
ま
い

が
近
く
な
る
｢近
居
｣の
た
め
の
住
宅
改
修

や
購
入
な
ど
に
対
し
、
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

・
市
内
で
居
住
用
に
所
有
し
て
い
る
住
宅

を
改
築
･改
修
し
、
新
た
に
多
世
帯
同
居

空
き
家
の
改
修
工
事

費
用
の
一
部
を
補
助

１

多
世
帯
同
居
･近
居
を

お
考
え
の
か
た
へ

２
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県
と
市
で
は
、
50
万
円
以
上
の
増
改
築
･

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
(県
は
耐
震
化
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
な
ど
の
工
事
)に
対
し
、
そ
れ
ぞ

れ
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
４
月
１
日
以
降
に
工
事
が
完

了
し
、
来
年
３
月
ま
で
に
完
了
実
績

報
告
書
を
提
出
で
き
る
こ
と
が
要
件

で
す
。
事
前
に
各
制
度
ご
と
に
担
当

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
県
制
度

工
事
業
者
は
、
県
内
に
本
店
が
あ
る
建

設
業
者
な
ど
が
要
件
で
す
。
完
了
実
績
報

告
書
の
提
出
期
限
は
３
月
18
日
(月)
。
工
事

の
要
件
、
助
成
額
な
ど
は
、
秋
田
地
域
振

興
局
建
築
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
☎
(８
６
０
)３
４
９
１

■
市
制
度
…
助
成
額
は
５
万
円
。
｢秋
田

市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
｣区

域
内
で
あ
れ
ば
10
万
円

工
事
業
者
は
、
市
内
に
本
店
が
あ
る
建

設
業
者
な
ど
が
要
件
で
す
。
完
了
実
績
報

告
書
の
提
出
期
限
は
３
月
29
日
(金)
。
市
制

度
で
は
、
市
内
在
住
で
市
税
滞
納
が
な
い

か
た
が
対
象
で
す
。
詳
し
く
は
、
住
宅
整

備
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
住
宅
】

同
制
度
を
初
め
て
利
用
し
て
リ
フ
ォ
ー

ム
す
る
住
宅
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
物
件
が
対
象
で
す
。

・
対
象
者
が
所
有
し
、
居
住
し
て
い
る

・
対
象
者
が
居
住
し
、
配
偶
者
、
親
(配
偶

者
の
親
を
含
む
)ま
た
は
子
が
所
有
し
て

い
る

・
対
象
者
の
親
(配
偶
者
の
親
を
含
む
)ま

た
は
子
が
所
有
し
、
居
住
し
て
い
る

・
対
象
者
が
所
有
し
、
親
(配
偶
者
を
含

む
)ま
た
は
子
が
居
住
し
て
い
る

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

３

秋田市は、今後の人口減少、少子高齢化を

見据え、中央･東部･西部･南部･北部･河辺･雄

和の各地域の中心に生活サービス施設を集

積した拠点をつくり、そこに住む人と周辺に

住む人が容易にその地域でサービスを受け

られるようにする｢多核集約型のコンパクト

シティ｣の形成をめざしています。

このたび、その実施計画となる｢秋田市立

地適正化計画｣を策定しました。計画では、

人口減少下にあっても、暮らしやすく、持続

可能な都市の実現を図るため、各地域の拠点

とその周辺、主要な公共交通の沿線などに居

住を誘導して人口密度を維持する｢居住誘導

区域｣と、医療･福祉･商業･子育てなどの生活

サービス機能を提供する施設の集積を誘導す

る｢都市機能誘導区域｣を設定し、それぞれに

合わせた｢誘導施策｣によって緩やかな誘導を

進め、おおむね20年後を目標にコンパクト

なまちをつくっていきます。詳しくは、都市

計画課ホームページをご覧ください。

なお、都市機能誘導区域外における誘導施

設の立地や、居住誘導区域外における住宅開

発などの動向を把握するため、一定規模以上

の開発と建築は、着手する30日前までに、

市に届出が必要です。必ず事前にご相談く

ださい。

問い合わせu都市計画課☎(888)5764

ホームページuhttp://www.city.akita.akita.jp/
city/ur/im/keikaku/12rittitekiseikakeikaku/

イメージ図 →
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秋田市人事異動

【次長級】
■市長事務部局
総務部u次長兼連携推進官(公共施
設等総合管理計画推進担当) 根田
隆夫　u副理事兼総務課長 鈴木 勉
企画財政部u次長兼連携推進官(人
口減少対策担当) 佐藤 晋　
観光文化スポーツ部u次長兼連携推
進官(交流人口担当) 遠藤孝志　u

副理事兼秋田市民交流プラザ管理
室長兼市民生活部副理事兼子ども
未来部副理事 佐藤 均　u副理事兼
観光振興課長 小山田邦子
市民生活部u副理事兼河辺市民SC
所長 佐々木 亨　u副理事兼雄和市

民SC所長 北島 学
福祉保健部u次長兼連携推進官(健
康長寿担当)兼福祉事務所次長 近
藤行秀　u副理事兼福祉総務課長
菊地 真　u副理事兼監査指導室長
眞崎徳満　u保健所次長 福田徳行　
子ども未来部u次長兼連携推進官
(子育て支援担当) 碇谷阿津子　
環境部u次長兼連携推進官(環境立
市担当) 伊藤 健　
産業振興部u副理事兼産業企画課長
新出康史　u副理事兼企業立地雇用
課長 黒澤 亮　
建設部u次長 村田隆一　
都市整備部u次長 伊藤博之

■議会 u事務局次長 佐々木 準
■教育委員会
u教育次長 坂本弘幸　u学校適正配
置推進室長 佐藤 渉
■上下水道局　u副理事兼お客様セ
ンター所長 豊巻祐二 u副理事兼
下水道整備課長 今野伝衛　
■消防　u消防本部次長 伊藤弥真
彦　u任消防監･秋田消防署長 工藤
琢磨　u任消防監･土崎消防署長 越
後屋光晴　u任消防監･城東消防署
長 佐々木洋行　u任消防監･秋田南
消防署長 三浦直志

＊文中｢SC｣はサービスセンターの略。

【企業管理者】

上下水道
事業管理者

工藤 喜根男

【部長級】

総務部長

柿﨑 武彦
総務部

危機管理監

佐藤 博幸
企画財政部長

竹内 真理子
市 民 生 活 部
理 事 兼 西 部
市民SC所長

鈴木 光

市民生活部理事
兼北部市民SC
所長兼下新城交
流センター所長

千葉 孝之
市民生活部理事
兼中央市民SC所
長兼中央市民SC
協働･分権統括監

渡部 厚子
市民生活部付
理事秋田県後
期高齢者医療
広域連合派遣

松山 則人

福 祉 保 健 部
長 兼 福 祉 事
務所長

佐々木 吉丸
福 祉 保 健 部
付 理 事 市 立
秋 田 総 合 病
院派遣

小原 正明
子ども未来部
長兼福祉事務
所副所長

加藤 育広
環境部長

嶋 貢

建設部長

平山 義尚
都市整備部長

田畑 治夫

議会事務局長

富樫 純一
監査委員
事務局長

佐藤 鋼一
農業委員会
事務局長

細谷 佳宏
上下水道局

理事

金森 久幸
消防本部

理事

清野 洋一

問い合わせu人事課☎(888)5429

平成30年度の秋田市役
所人事異動総数は799人
でした。組織運営の効率
化と業務の継続性を確保
するため、退職者の補充や
長期在籍者の異動を行い
ました。次長級以上の異
動者は次のとおりです。



市
民
課
で
行
っ
て
い
た
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
用
の
写
真
撮
影
と
申
請
手

続
き
の
サ
ポ
ー
ト
を
５
月
14
日
(月)
か
ら

再
開
し
ま
す
。

予
約
受
付
で
き
る
の
は
最
大
２
か
月

先
ま
で
。
ご
希
望
の
か
た
は
、
市
民
課

へ
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
　

市
民
課
☎
(８
８
８
)５
６
２
６

ひ
と
り
親
家
庭
の
経
済
的
な
自
立
を

支
援
す
る
た
め
、
就
職
に
有
利
な
資
格

取
得
な
ど
に
要
し
た
費
用
や
修
業
期
間

中
の
生
活
費
を
助
成
し
ま
す
。
必
ず
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

共
通
要
件

秋
田
市
在
住
で
、
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
か
同
等
の
所
得
水
準
に

あ
る
か
た
。
事
業
ご
と
に
支
給
要
件
な

ど
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
業
内
容

①
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
(ひ
と

り
親
家
庭
の
親
が
対
象
)

就
職
や
転
職
の
た
め
、
市
の
指
定
を

受
け
た
教
育
訓
練
を
受
講
し
た
場

合
、
受
講
に
要
し
た
経
費
の
６
割
を

支
給
(上
限
あ
り
)

②
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
(ひ
と

り
親
家
庭
の
親
が
対
象
)

看
護
師
や
社
会
福
祉
士
な
ど
の
資
格

取
得
の
た
め
、
１
年
以
上
養
成
機
関

に
通
学
し
、
修
業
し
て
い
る
か
た
に

支
給

③
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
合
格

支
援
給
付
金
(ひ
と
り
親
家
庭
の
親

と
お
子
さ
ん
が
対
象
)

市
の
指
定
を
受
け
た
高
卒
認
定
試
験

の
合
格
を
め
ざ
す
講
座
を
受
講
し
た

場
合
、
受
講
修
了
時
に
２
割
、
全
科

目
合
格
時
に
４
割
を
支
給
(上
限
あ

り
)。
た
だ
し
、
高
等
学
校
等
就
学
支

援
金
制
度
の
対
象
と
な
る
場
合
は
対

象
外
で
す

●
問
い
合
わ
せ
　
子
ど
も
総
務
課

☎
(８
８
８
)５
６
９
０

｢市
民
100
人
会
｣は
、
市
が
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
進
め
よ
う
と
す
る
と
き
に
、

無
作
為
に
選
出
し
た
100
人
の
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
意
見
を
お
聴
き
す
る
広
聴

制
度
で
す
。
任
期
は
２
年
で
、
市
が
行

う
ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見
募
集
な
ど
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
度
か
ら
新
し
く
会
員
に
な
っ
て

い
た
だ
く
か
た
へ
、
依
頼
文
書
を
お
送

り
し
ま
す
。
あ
な
た
の
声
を
市
政
に
活

か
す
た
め
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

広
報
広
聴
課
広
聴
担

当
☎
(８
８
８
)５
４
７
１

北
部
墓
地
(飯
島
字
堀
川
)の
使
用
者

を
募
集
し
ま
す
。
生
活
総
務
課
(市
役

所
１
階
)、
各
市
民
Ｓ
Ｃ
(中
央
･東
部
を

除
く
)、
駅
東
Ｓ
Ｃ
で
配
布
し
て
い
る
募

集
案
内
を
よ
く
読
ん
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
様
式
は
、
生
活
総
務
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

対
象
▼

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
か
た

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
本
籍
が
あ
る

②
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
独
立
し
た
生

計
を
営
む
保
証
人
を
届
け
出
で
き
る

(た
だ
し
、
３
親
等
以
内
の
親
族
は
、

市
外
に
住
所
を
有
し
て
い
て
も
保
証

人
と
し
て
選
定
で
き
ま
す
)

③
遺
骨
が
あ
り
な
が
ら
墓
地
が
な
く
寺

院
や
自
宅
に
保
管
し
て
い
る
、
ま
た

は
改
葬
(現
在
の
墓
地
か
ら
遺
骨
を

移
す
こ
と
)を
希
望
す
る

募
集
区
画
数
▼

100
区
画
(４
㎡
)

永
代
使
用
料
▼

28
万
５
千
円

管
理
手
数
料
(年
額
)▼
３
千
189
円

申
し
込
み
▼

５
月
７
日
(月)
か
ら
12
月
28

日
(金)
ま
で
の
平
日
、
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
に
生
活
総
務
課
へ
。

☎
(８
８
８
)５
６
２
４

９ 広報あきた　平成30年４月20日号
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市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
文
中
｢Ｓ
Ｃ
｣は
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
略

北
部
墓
地
使
用
者
を

募
集
し
ま
す

▼

学
校
適
正
配
置
推
進
室
の
設
置

小
･中
学
校
の
適
正
配
置
を
進
め

る
た
め
、
教
育
委
員
会
に
学
校

適
正
配
置
推
進
室
を
設
置
し
ま

し
た

▼

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進
室
を
廃
止

総
務
課
☎
(８
８
８
)５
４
２
３

４
月
１
日
か
ら
、

秋
田
市
の
組
織
機
構
を

次
の
と
お
り
変
更
し
ま
し
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
サ
ポ
ー
ト
を
再
開

｢市
民
100
人
会
｣に

ご
協
力
く
だ
さ
い

ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
を

支
援
し
ま
す

３階和室前の通路

４
月
２
日
の
合
葬
墓
(平
和
公
園
)の

申
し
込
み
は
、
応
募
者
多
数
の
た
め
、

急
き
ょ
受
け
付
け
を
終
了
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
会
場
が
混
雑

し
た
た
め
、
み
な
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

追
加
募
集
の
詳
細
は
、
次
回
広
報
あ

き
た
５
月
４
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

生
活
総
務
課
☎
(８
８
８
)５
６
２
４

合
葬
墓
(平
和
公
園
)利
用
の

追
加
募
集
を
行
い
ま
す



講
義
や
、
普
段
の
運
転
と
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
の
燃
費
比
較
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い

た
個
別
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
に
よ
り
、
環

境
に
や
さ
し
い
運
転
を
学
び
ま
す
。

対
象
要
件
▼

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

す
る
か
た
で
、
自
動
車
運
転
免
許
を
保

有
し
、
日
常
的
に
運
転
し
て
い
る
こ
と

日
時
▼

５
月
19
日
(土)
午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時

会
場
▼

秋
田
県
警
察
運
転
免
許
セ
ン
タ

ー
(新
屋
)

先
着
▼

午
前
の
部
･午
後
の
部
各
15
人

申
し
込
み
▼

環
境
総
務
課
地
球
温
暖
化

対
策
担
当
☎
(８
８
８
)５
７
０
４

今
シ
ー
ズ
ン
も
引

き
続
き
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
の
出
没
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
野
山
に
入
る
と
き
は
、
鈴
や
ラ
ジ
オ

な
ど
の
音
が
鳴
る
も
の
や
携
帯
の
蚊

取
り
線
香
な
ど
、
強
い
臭
い
が
す
る

も
の
を
持
ち
、
複
数
人
で
行
動
し
ま

し
ょ
う

▼
ク
マ
と
遭
遇
し
た
場
合
、
慌
て
ず
に

ク
マ
の
動
き
を
見
な
が
ら
後
ろ
に
下

が
り
、
そ
の
場
を
離
れ
て
く
だ
さ
い

▼
里
山
や
住
宅
地
周
辺
の
森
林
地
な
ど

の
草
刈
り
を
行
い
見
通
し
を
よ
く
す

る
こ
と
で
、
ク
マ
の
出
没
を
軽
減
で

き
ま
す

▼
ク
マ
を
目
撃
し
た
場
合
、
場
所
･時

間
･大
き
さ
･逃
走
方
向
な
ど
を
ご
連

絡
く
だ
さ
い
­

●
問
い
合
わ
せ

農
地
森
林
整
備
課

☎
(８
８
８
)５
７
４
１

ヤ
マ
ビ
ル
は
、
気
温
の
上
昇
と
と
も

に
５
月
頃
か
ら
発
生
し
ま
す
。
秋
田
市

北
部
、
五
城
目
町
な
ど
、
山
沿
い
の
湿

気
の
多
い
場
所
に
生
息
し
、
足
元
か
ら

は
い
上
が
っ
て
吸
血
し
、
血
が
止
ま
り

に
く
く
な
る
症
状
を
起
こ
し
ま
す
。

ヤ
マ
ビ
ル
に
か
ま
れ
た
場
合
は
、
無

理
に
引
き
は
が
さ
ず
食
塩
な
ど
を
か

け
、
自
然
に
皮
膚

�

�

か
ら
は
が
れ
落
ち
る

の
を
待
ち
、
絆
創
膏

�
�
�
�
�
�

な
ど
で
止
血
し
ま

し
ょ
う
。

▼
か
ゆ
み
が
止
ま
ら
な
い
場
合
は
、
早

め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

▼
被
害
防
止
の
た
め
、
首
に
タ
オ
ル
を

巻
い
て
、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
な
ど
を

着
ま
し
ょ
う

▼
忌
避

�

�

ス
プ
レ
ー
や
食
塩
を
服
や
靴
に

塗
り
、
野
山
に
入
り
ま
し
ょ
う

●
問
い
合
わ
せ

農
地
森
林
整
備
課

☎
(８
８
８
)５
７
４
１

山
菜
採
り
な
ど
で
誤
っ
て
有
毒
な
野

草
を
採
取
し
食
べ
る
と
食
中
毒
に
な

り
、
死
に
至
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

食
用
の
野
草
だ
と
確
認
で
き
な
い
植

物
は
絶
対
に
、
｢採
ら
な
い
！
­食
べ
な

い
！
­売
ら
な
い
！
­人
に
あ
げ
な
い
！
｣

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
山
菜
に
混
じ
っ
て
有
毒
植
物
が
生
え

て
い
る
た
め
、
山
菜
採
り
の
際
は
、

一
本
一
本
確
認
し
て
採
り
、
調
理
前

に
も
再
度
確
認
し
ま
し
ょ
う

▼
家
庭
菜
園
や
畑
な
ど
で
、
野
菜
と
観

賞
用
植
物
を
一
緒
に
栽
培
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

▼
シ
ド
ケ
(食
用
)と
ト
リ
カ
ブ
ト
(有

毒
)は
、
間
違
え
や
す
い
の
で
特
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
畑
や
庭
で

も
、
ニ
ラ
(食
用
)と
ス
イ
セ
ン
の
葉

(有
毒
)を
間
違
え
や
す
い
の
で
ご
注

意
を

●
問
い
合
わ
せ

衛
生
検
査
課
☎
(８
８
３
)１
１
８
１

土
地
管
理
者
の
み
な
さ
ん
は
、
次
の

点
に
気
を
付
け
、
所
有
地
へ
の
不
法
投

棄
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
不
法
投
棄
の
ご

相
談
は
廃
棄
物
対
策
課
へ
。

☎
(８
８
８
)５
７
１
３

▼
こ
ま
め
に
草
刈
り
を
す
る
な
ど
、
見

通
し
の
よ
い
状
態
に
す
る

▼
周
囲
に
柵
や
ロ
ー
プ
を
設
置
し
た

り
、
出
入
口
に
鍵
を
つ
け
た
り
す
る

な
ど
、
侵
入
さ
れ
に
く
く
す
る

▼
定
期
的
に
見
回
り
を
す
る
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市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
文
中
｢Ｓ
Ｃ
｣は
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
略

所
有
地
へ
の
不
法
投
棄
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

４
月
30
日
(月)
の
｢振
替
休
日
｣、
５
月

３
日
(木)
の
｢憲
法
記
念
日
｣、
４
日
(金)
の

｢み
ど
り
の
日
｣は
、
家
庭
ご
み
と
資
源

化
物
を
平
常
ど
お
り
収
集
し
ま
す
。
収

集
日
に
あ
た
っ
て
い
る
地
区
の
か
た
は

お
忘
れ
な
く
。
環
境
都
市
推
進
課

☎
(８
８
８
)５
７
０
９

­­­総
合
環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、
通
常
の

土
曜
日
は
ご
み
の
自
己
搬
入
を
受
け
入

れ
て
い
ま
す
が
、
５
月
５
日
(土)
は
、
祝

日
の
た
め
受
け
入
れ
ま
せ
ん
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
総
合
環
境
セ
ン
タ
ー

☎
(８
３
９
)４
８
１
６

有
毒
植
物
に
よ
る
食
中
毒

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
実
技

講
習
会
を
開
催
し
ま
す

行
楽
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

…
で
も
油
断
は
禁
物
で
す
!!

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

に
注
意
！

野
山
に
入
る
と
き
は

ヤ
マ
ビ
ル
に
注
意
！

１
階
工
芸
品
コ
ー
ナ
ー
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４
月
下
旬
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
日

の
前
後
に
か
け
て
、
調
査
員
が
対
象
世

帯
(添
川
字
境
内
川
原
、
添
川
字
地
ノ

内
、
仁
井
田
蕗
見
町
、
飯
島
穀
丁
の
各

地
区
の
一
部
)を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
国
民
生
活
基
礎
調
査
(世
帯
票
)】
　

調
査
日
▼

６
月
７
日
(木)

調
査
項
目
▼

世
帯
状
況
や
医
療
保
険
、
就

業
な
ど

問
▼

保
健
総
務
課
☎
(８
８
３
)１
１
７
０

【
国
民
生
活
基
礎
調
査
(所
得
票
)】
　

調
査
日
▼

７
月
12
日
(木)

調
査
項
目
▼

所
得

問
▼

保
護
第
一
課
☎
(８
８
８
)５
６
６
９

市
が
発
注
す
る
小
規
模
修
繕
(50
万

円
以
下
)の
受
注
を
希
望
す
る
業
者
の

追
加
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。
申
請
要

領
･用
紙
は
契
約
課
(市
役
所
４
階
)の
ほ

か
、
同
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

対
象
▼

市
内
に
主
た
る
事
業
所
が
あ
る

か
た
。
個
人
、
法
人
、
建
設
業
の
許
可

の
有
無
、
経
営
規
模
、
従
業
員
数
な
ど

は
問
い
ま
せ
ん
が
、
市
に
建
設
工
事
の

業
者
登
録
を
し
て
い
る
か
た
は
申
請
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
す
で
に
登
録
を
行

っ
て
い
る
か
た
は
申
請
不
要
で
す

有
効
期
間
▼

６
月
１
日
(金)
か
ら
来
年
５

月
31
日
(金)
ま
で

申
し
込
み
▼

５
月
７
日
(月)
か
ら
18
日
(金)

ま
で
の
平
日
、
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

か
午
後
１
時
〜
５
時
に
契
約
課
へ
。

☎
(８
８
８
)５
４
３
８

次
の
対
象
施
設
は
、
給
食
を
開
始
し

た
日
か
ら
１
か
月
以
内
に
｢特
定
給
食

施
設
開
始
(再
開
)届
｣を
市
保
健
所
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
は
、
保
健
予

防
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

対
象
施
設

特
定
か
つ
多
数
の
人
に
対
し
て
継
続
的

に
食
事
を
供
給
す
る
施
設
の
う
ち
、
栄

養
管
理
が
必
要
な
も
の
で
、
１
回
100
食

以
上
ま
た
は
１
日
250
食
以
上
の
食
事
を

提
供
す
る
施
設

●
問
い
合
わ
せ
　
　

保
健
予
防
課
☎
(８
８
３
)１
１
７
８

肝
臓
の
異
変
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
原
因

の
ほ
か
、
Ｂ
型
･Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
に
よ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
Ｂ

型
･Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
後
、

肝
臓
の
細
胞
に
炎
症
が
起
こ
り
、
進
行

す
る
と
肝
硬
変
や
肝
臓
が
ん
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
感
染
し
て
も
ほ
と
ん
ど
症
状

が
な
い
た
め
、
気
づ
か
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け

て
、
早
期
発
見
･早
期
治
療
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

【
無
料
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
実
施
】

こ
れ
ま
で
一
度
も
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
か
た
が
対
象

で
す
。
市
内
の
受
託
医
療
機
関
(100
か

所
)ま
た
は
市
保
健
所
(八
橋
)で
検
査

(採
血
)を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
希
望
の
か
た
は
、
健
康
管
理
課
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
市
保
健
所
で
の
検
査

毎
月
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
定
員

各
10
人
。
９
月
ま
で
の
日
程
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼

５
月
９
日
(水)
▼

６
月
13
日
(水)
▼

７
月

11
日
(水)
▼

８
月
８
日
(水)
▼

９
月
12
日
(水)

…
時
間
は
午
後
２
時
〜
３
時
。
検
査
は

15
分
程
度
で
、
結
果
通
知
は
約
２
週

間
後
に
郵
送
し
ま
す

■
医
療
機
関
で
の
検
査

健
康
管
理
課
へ
申
し
込
み
後
、
受
診

券
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
受
託
医
療

機
関
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
受
診
可

能
な
日
時
は
医
療
機
関
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
結
果
は
医
師
が
説
明
し
ま

す
の
で
、
再
度
受
診
が
必
要
で
す

●
問
い
合
わ
せ

健
康
管
理
課
☎
(８
８
３
)１
１
８
０

小
規
模
修
繕
の
受
注
希
望

業
者
の
追
加
登
録

国
民
生
活
基
礎
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

問 文化振興課☎(888)5607

３月20日付けで、｢土崎神明社棟

札｣が、秋田市指定文化財の有形文

化財(歴史資料)に指定されました。

この棟札は、土崎神明社の本殿

に納められていたもので、慶安３

(1650)年から昭和62(1987)年まで

の31点が現存しています。いずれ

も保存状態が良好で、銘文に記さ

れた遷宮
� � � �

や寄進といった建築記録

などから、藩政期から近現代まで

の土崎神明社と港町の歴史を理解

する上で極めて貴重な資料である

といえます。

｢土崎神明社棟札
� � � �

｣が
新たに市指定文化財に

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
け
て
早
期
発
見
･治
療
を

特
定
給
食
施
設
開
始
届
の

提
出
を
お
忘
れ
な
く



12

土
崎
の
歴
史
伝
え
る

拠
点
施
設
が
オ
ー
プ
ン

か
な
晴
天
が
広
が
っ
た
３
月
24

日
、
土
崎
地
区
の
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
拠
点
施
設
と
し
て
｢秋
田
市
土

崎
み
な
と
歴
史
伝
承
館
｣が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

午
前
の
式
典
に
続
く
正
午
か
ら
の

一
般
公
開
に
は
、
オ
ー
プ
ン
を
待
ち
わ

び
て
い
た
多
く
の
み
な
さ
ん
が
来
場

し
、
高
さ
10
㍍
級
の
曳
山

�
�
�
�

や
祭
り
の
様

子
を
紹
介
す
る
マ
ル
チ
ビ
ジ
ョ
ン
放

映
、
土
崎
空
襲
の
被
爆
範
囲
が
分
か
る

ジ
オ
ラ
マ
な
ど
に
興
味
深
く
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。入

館
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ

港
町
が
歩
ん
で
き
た
歴
史
、

育
ん
で
き
た
文
化
を
、
｢秋
田

市
土
崎
み
な
と
歴
史
伝
承
館
｣

で
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

教
え
て
ネ

地
域
の
話
題

暖

◆
寄
付
品
(寄
付
者
)

土
崎
港
ば
や
し
保
存
港
和
会
所
属

の
和�

合�
�

谷�

慶
三
郎
さ
ん
が
使
用
し

た
曳
山
ま
つ
り
用
太
鼓

(写
真
は
息
子
の
栄
治
さ
ん
)

◆
寄
付
品
(寄
付
者
)

車
い
す(秋

田
港
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
)

◆
寄
付
品
(寄
付
者
)

車
い
す
(秋
田
信
用
金
庫
)

◆
寄
付
品
(寄
付
者
)

ソ
ー
ラ
ー
時
計
(土
崎
秋
銀
会
)

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
(秋
田
銀
行
)

右から土崎秋銀会の木村 繁 会長、
穂積市長、秋田銀行土崎支店の保坂
英明支店長

右が秋田信用金庫の平野
敬悦理事長、左が穂積市長

秋田港ライオンズクラブの
みなさん。右端が金澤 武
会長。中央右が齋藤企画
調整課長

寄付された太鼓

【
開
館
時
間
】

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
休
館
日
】
火
曜
、
年
末
年
始

(火
曜
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
)

【
問
い
合
わ
せ
】

土
崎
み
な
と
歴
史
伝
承
館

☎
(８
３
８
)４
２
４
４

昨
年
、
市
民
の

み
な
さ
ん
と
一
緒

に
ま
ち
あ
る
き
を

し
て
情
報
を
集
め

作
成
し
た
、
｢ぐ
る
っ
と
文
化
財
マ
ッ

プ
 雄
和
地
区
編
｣が
完
成
し
ま
し
た
。

｢高
尾
神
社
里
宮
の
大
杉
｣｢川
崎
の
し

だ
れ
桜
｣｢米
女
鬼

�

�

�

文
庫
｣｢新
波
神
社
｣

な
ど
、
地
域
に
あ
る
文
化
財
や
施
設
な

ど
を
、
イ
ラ
ス
ト
を
使
っ
て
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

ぽ
か
ぽ
か
陽
気
の
下
、
マ
ッ
プ
を
手

に
雄
和
地
区
を
の
ん
び
り
散
策
し
ま

せ
ん
か
。
次
の
窓
口
で
無
料
で
配
布

し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

配
布
窓
口
▼
文
化
振
興
課
(市
役
所
３

階
)、
各
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

市
立
の
各
文
化
施
設

問
い
合
わ
せ
▼
文
化
振
興
課

☎
(８
８
８
)５
６
０
７

米
女
鬼
文
庫

高
尾
神
社
里
宮

ぐ
る
っ
と
文
化
財
マ
ッ
プ
雄
和
地
区
編
で

の
ん
び
り
散
策
し
ま
せ
ん
か

の
ん
び
り
散
策
し
ま
せ
ん
か

式
典
で
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

〝
土
崎
み
な
と

歴
史
伝
承
館
〟へ
の

た
く
さ
ん
の
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

10㍍級の曳山に注目！

秋田街道絵巻のタッチパネル
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●
広
報
は
家
に
届
く
と
、
妻
が
見
て
す

ぐ
に
廃
棄
に
回
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
今
回
は
、
自
分
も
見
る
機
会

が
あ
り
、
そ
こ
で
｢子
育
て
ク
ー
ポ

ン
券
｣の
情
報
を
見
つ
け
ま
し
た
。

妻
は
見
落
と
し
て
い
た
よ
う
で

…
。
次
か
ら
は
、
自
分
が
見
る
ま
で

保
管
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
(い
ぶ
チ
チ

35
歳
･川
尻
)

●
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
の
ス
タ
ジ

ア
ム
の
話
が
気
に
な
り
ま
す
ね
。

せ
っ
か
く
頑
張
っ
て
い
る
選
手
、
サ

ポ
ー
タ
ー
の
み
な
さ
ん
が
報
わ
れ

る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
費
用
な
ど
の
問
題
点
も
い
く

つ
か
あ
り
、
互
い
に
納
得
で
き
る
ゴ

ー
ル
に
た
ど
り
着
く
と
い
い
で
す

ね
(は
ー
ち
ん
　
23
歳
･将
軍
野
)

●
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
が
、
給
油
し
て
も

１
日
し
か
も
た
な
く
て
、
消
費
量
が

多
い
の
で
買
い
換
え
ま
し
た
。
古
い

ス
ト
ー
ブ
を
捨
て
よ
う
と
業
者
に
持

っ
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、
買
い
取
っ
て

く
れ
て
、
レ
シ
ー
ト
に
｢Ｃ
Ｏ
２

削
減

証
明
書
　
重
さ
に
応
じ
た
Ｃ
Ｏ
２

削

減
量
○
kg
｣と
書
か
れ
て
あ
り
、
何

か
地
球
に
良
い
こ
と
を
し
た
よ
う

な
気
分
に
な
り
ま
し
た

(チ
ョ
コ
り
ん
　
69
歳
･寺
内
)

●
｢ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
｣を
知
っ
て
い
ま

す
か
？
 (体
の
)内
部
に
持
病
が
あ

る
人
な
ど
、
見
た
目
で
病
気
だ
と
分

か
ら
な
い
人
が
、
周
り
の
か
た
へ
配

慮
を
知
ら
せ
る
も
の
で
す
。
秋
田

市
で
は
、
昨
年
か
ら
配
布
が
始
ま
り

ま
し
た
。
私
は
過
呼
吸
や
パ
ニ
ッ

ク
発
作
に
な
る
事
が
あ
る
の
で
、
鞄

に
付
け
て
い
ま
す
。
で
も
ま
だ
認

知
度
が
足
り
な
い
と
思
い
ま
す
。

見
か
け
た
ら
、
必
ず
手
助
け
を
し
な

き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
強
制
的
な

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は

多
く
の
人
に
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
知

っ
て
ほ
し
い
で
す

(フ
ェ
ア
リ
ー
      　
44
歳
･旭
南
)

ち
ょ
っ
と
一
息

読
者
の
伝
言
板

広報
クイズ
広報クイズは、毎月第３金曜日発

行号に掲載しています。正解したか
たの中から抽選で10人に図書カー
ド1,000円分を差し上げます。

広報あきたや市政テレビ番組の感
想などを添えて、ご応募ください。

＊答えは広報あきた４月６日号･20日号
の記事中から探してね♪

応募方法(抽選は１人１件です)

はがき、FAX、Eメールに、｢広報ク
イズ｣と明記し、答えと住所、氏名
(ふりがな)、年齢、電話番号を書い
て、４月26日(木)(必着)まで、
〒010-8560 秋田市役所広報広聴課
FAX(888)5472
Eメール ro-plpb@city.akita.akita.jp

＊採用された際、氏名の掲載を希望しない
かたは、ペンネームも忘れずにお書き添
えください。

３月16日号の当選者(敬称略)

前回のクイズの答え
Q１＝17(日)　Q２＝ピカソ
当選者uあちゃの(雄和)、古に想を馳せる
バアチャン(仁井田)、イブばば(御野場)、
菊池節子(広面)、keiko(飯島)、すずみけ
(寺内)、田村禎助(広面)、ちびまま(将軍
野)、ひょうこま(八橋)、ユッコ(桜)

＊応募総数169件のうち、正解は163件。

誕生のお祝いに｢ありがとうの
●●●｣。●に入る花の名は？

Ｑ
１

動物園の新しい仲間〝●●ヒョ
ウ〟。●に入るカタカナは？

Ｑ
２

No.308

工房u陶器｢いやしろち｣、
和紙｢出羽

� � �

和紙｣、陶器｢瑠
�

璃
�

窯
��

｣、絵画｢アトリエソウ
マ｣、彫刻｢森の小屋｣、ステ
ンドグラス｢アンティーク
ス･ゆい｣、貼り絵｢sanemi｣　

春
の

工
房
展

め
ぐ
り

雄和椿川

雄
和
椿
川
地
区
の
｢安
養
寺
ク
ラ
フ

ト
ロ
ー
ド
｣に
点
在
す
る
７
つ
の
工
房

で
、
工
房
展
(展
示
･即
売
)を
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
事
務
局
(ア
ト
リ
エ

ソ
ウ
マ
)に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
☎
０
９
０
-６
５
４
２
-６
５
５
５

５
月
２
日
(水)
▼

７
日
(月)

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

 

育児のページに掲載し
た、はねかわ保育所のち
びっこたち。小っちゃな
消防の半纏

����

を着て、一列
に並び拍子木をカチカチ

鳴らしながら〝火のよ〜じん！〟。い
●

い
●

事
●

をしているのを何となくわかっているの
か、ちょっと胸を張りながらパトロールす
る姿がとてもかわいかったです。

新年度スタート。今年も心が〝ホッ〟と
する話題をたくさん届けられるよう担当
一同頑張ります！(のぶ)

担
当
か
ら



｢平成29年度秋田市一般廃棄物収集運

搬業優良者表彰｣を行い、下記事業所･団

体の13人を表彰しました。いずれも長

年にわたり、市の廃棄物行政に貢献され

た功績が認められたものです。おめで

とうございます。

環境都市推進課☎(888)5709

上の写真①u秋田市廃棄物処理協会に所
属する事業所のうち秋田協同清掃㈱の
２人、オークス㈱の１人
上の写真②u公益財団法人秋田市総合振
興公社の５人、協同組合秋田古紙回収
協会の５人

写
真
①
(２
月
22
日
開
催
)

この夏も、直射日光の当たる窓を植物

で覆
� �

う｢緑のカーテン｣で暑さを和
� �

らげ

ませんか。４月24日(火)から、下記の施

設でアサガオとゴーヤの種を配布しま

すので、ご自由にお持ち帰りください。

種がなくなり次第終了します。

なお、今年度の緑のカーテン写真コン

テストは９月に開催予定です。

環境総務課☎(888)5704

種を置いている施設　u環境総務課(市役
所３階) u各市民サービスセンター(中央
を除く) u駅東サービスセンター u市立図
書館(フォンテ文庫を除く) u八橋･飯島･
大森山の老人いこいの家 u自然科学学習
館(アルヴェ４･５階)

写
真
②
(３
月
14
日
開
催
)
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■手数料相当額のイメージ

■ワンポイント解説
(15㌻に掲載した用語を解説)

・特定財源＝あらかじめ使い道
が決まっている収入

・一般廃棄物処理施設整備基金積立金＝総合環
境センターの溶融炉改修などに備えた基金へ
の積み立て。将来の施設整備に係る費用の負
担を軽減するため、市では手数料相当額のお
おむね２分の１の額を積み立てます

・バイオマス＝再生可能な生物由来の有機性資
源で、エネルギーとして利用できるもの
(原油、天然ガス、石炭などの化石資源を除く)

・あきエコどんどんプロジェクト＝携帯アプリ
で登録し、楽しみながら地球温暖化対策に参
加できる仕組み。環境にやさしい取り組みを
行うたびにポイントがたまり、そのポイント
に応じて景品がもらえます

長
年
の
功
績
を
称�

�

え
て
〝
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
優
良
者
表
彰
〟

今
夏
も
〝
緑
の
カ
ー
テ
ン
〟

ア
サ
ガ
オ
、ゴ
ー
ヤ
の
種
を
配
布



秋
田
公
立
美
術
大
学
の
学
生
８
人

が
地
元
事
業
者
の
協
力
の
も
と
、
約

１
年
に
わ
た
っ
て
企
画
･試
作
な
ど
を

行
い
、
新
た
に
秋
田
市
の
定
番
と
な

る
よ
う
な
土
産
品
３
品
を
開
発
し
ま

し
た
。

学
生
の
若
い
発
想
力
を
生
か
し
、

秋
田
市
の
６
次
産
業
化
を
推
進
す
る

こ
の
取
り
組
み
は
今
年
度
で
６
回

目
。
普
段
か
ら
、
専
門
的
に
デ
ザ
イ

ン
を
学
ぶ
学
生
た
ち
が
考
え
た
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
も
注
目
で
す
。

産
業
企
画
課
６
次
産
業
･産
業
連
携
担

当
☎
(８
８
８
)５
７
２
５

平成30年度の家庭ごみ
処理手数料相当額の
使い道が決まりました

15広報あきた　平成30年４月20日号

家
庭
ご
み
有
料
化
の
目
的
＝
さ
ら
な
る
ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進
し
、
将
来
の
施
設
整
備
の
財
源
や
環
境
施
策
の
充
実
を
図
る
こ
と

市では、ごみ減量のため、市民のみなさんに
家庭ごみ処理手数料を負担していただいてお
り、全額を家庭ごみの処理に必要な経費に充て
ています。そして、これと同額の手数料相当額
について、条例で使い道の範囲を定め、さまざ
まな環境対策に活用しています。

平成30年度は手数料収入を４億7,138万４
千円と見込んでおり、活用する事業の内訳は下
表のとおりです。詳しくは、環境都市推進課ホ
ームページでもご覧になれます。

■家庭ごみ処理手数料収入(歳入)
…４億7,138万４千円

↓　特定財源として直接充当

■家庭ごみの処理に必要な経費(歳出)
(ごみ収集運営費)…４億7,138万４千円

↓　相当額の一般財源を環境施策などに活用

■手数料相当額を活用する事業など(歳出)
…４億7,138万４千円

(下表の①＋②＋③の合計)
◆歳出の内訳(①②③)

問い合わせu環境都市推進課☎(888)5706

ホームページu

http://www.city.akita.akita.jp/city/
ev/cp/gennryouhp/mieruka.htm



■保育所開放
０〜５歳の親子が対象です。時間は
9:45〜11:00。詳しくは、各保育所
(太字)へお問い合わせください。
５月９日(水)…岩見三内☎(883)2555
５月15日(火)…寺内☎(863)6253
５月16日(水)…河辺☎(882)3056

〃　　 …雄和中央☎(886)2595
〃　　 …川添☎(886)2139

■青空保育 お子さんを園庭で遊ば
せながら保護者同士で交流します。
時間は10:10〜10:50。
５月10日(木)…雄和中央☎(886)2595
５月16日(水)…岩見三内☎(883)2555

ボランティア活動の心構えなどを学
ぶほか、後日、子ども未来センターで
行う親子向けイベントで実際に活動
を体験します。
対象u子育て支援活動に関心のあるか
た　日時u５月８日(火)10:00〜14:00　
会場uアルヴェ１階音楽交流室Ｄ　
申込u子ども未来センター
☎(887)5340

完璧な親なんていないという意味
の、カナダ生まれの親支援プログラム
｢ノーバディズ･パーフェクト･プログ
ラム｣で、子育ての悩みなどをグルー
プで話し合います。

対象u就学前のお子さんがいるかた
(原則、全日程参加できるかた)　
日時u６月７日(木)から７月12日(木)ま
での毎週木曜に６回、10:00〜12:00
会場uアルヴェ４階洋室A･B
定員u10人程度(託児あり)
申込u５月８日(火)から子ども未来セ
ンター☎(887)5339

­­太字の(­)内は対象です。
問い合わせ先の◎は、各
地区の主任児童委員さんの印。
■川尻ちびっこ広場(就園前)　
４月24日(火)、５月８日(火)･22日(火)、
10:00〜11:30、川尻地区コミュニ
ティセンターで。問u同広場の加賀屋
さん☎(823)0561
■港北ママクラブ(就園前)
４月27日(金)10:00〜11:30、港北児
童センターで。
問u◎平澤さん☎(845)4014
■すこやか広面(０〜５歳)　５月１日
(火)10:00〜11:30、広面児童館で。
保険料１家族50円。こいのぼり作
り。問u◎山石さん☎(836)4868
■飯島ちびっこ広場はとぽっぽ(就学
前)　５月１日(火)から毎月第１･第３
火曜、10:00〜11:30、飯島児童セン
ターで。保険料年100円。
問u◎阿部さん☎(846)7129
■飯島南ちびっこ広場はとぽっぽ(就
学前)　５月８日(火)から毎月第２･第
４火曜、10:00〜11:30、飯島南児童

センターで。保険料年100円。
問u◎伊藤さん☎(846)1138
■チャイルド中通(就園前)
５月８日(火)･15日(火)･22日(火)･29
日(火)、10:00〜11:30、中通児童館
で。問u◎高橋さん

☎090-2982-0427(17:00以降)
■さくらっこクラブ(就園前)
５月11日(金)10:0­­0〜12:00、桜児童
センターで。
問u◎西川さん☎(835)5347
■ほっと広場(０〜５歳)
５月14日(月)･21日(月)･28日(月)、
10:0­­0〜11:30、広面児童館で。保
険料１家族各50円。問uHOTの会の
堀江さん☎(837)0584
■おおすみキッズ(就学前)　５月17
日(木)10:00〜12:00、大住児童館
で。保健師の話＆手作りおもちゃ。
問u◎小松さん☎(839)5189
■子育てサロンわくわく(就園前)
５月18日(金)10:00〜11:30、土崎南
児童センターで。
問u◎近江谷さん☎(846)6114
………………………………………

■プレママカフェ　
妊婦さん同士で妊娠･出産･子育てに
ついて気軽におしゃべりする場で
す。毎月第２･第４金曜、14:00〜
16:00、秋田大学医学部保健学科暮
らしの保健室で。
問u秋田大学大学院医学系研究科保健
学専攻母子看護学講座の小西さん

☎(884)6521

＊スペースの都合などにより、「育児コーナー」に掲載依頼があったものすべてを掲載できない場合があります。ご了承ください。

親子で遊ぼう

　 　 　

　　　　　　　　  
 

  

★参加無料　★直接会場へ

育
児
コ
ー
ナ
ー
！
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保育所開放で遊ぼう！

子育てボランティア活動をしませんか

子育て応援講座

地域で育児★★



        

人形劇やクッキング、３B体操などで
親子でふれあおう！ 大森山動物園で
の移動学習やリンゴ狩り体験など
も。材料費などは実費負担。
対象u１歳６か月から就園前のお子さ
んと保護者　日時u５月15日(火)から２
月19日(火)までの原則毎月第３火曜、
10:00〜11:30 会場u中央市民SC
(市役所内)和室ほか 先着u20組
申込u４月23日(月)9:00から中央市民
SC☎(888)5654

生後２か月から６か月のお子さんと
初めて子育てをしている母親が対象
です。会場は、北部市民SC２階和室。
申し込みは、北部子育て交流ひろば

へどうぞ。☎(893)5985
■メディカルアロマ(先着４組)　
ラベンダークリームの手作り体験。
日時u５月11日(金)10:00〜11:00
申込開始u４月23日(月)9:30から
■ベビーマッサージ(先着15組)
ベビーケアインストラクターによる
ベビーマッサージ。
日時u５月22日(火)10:00〜11:00
申込開始u５月１日(火)9:30から

乳幼児の成長に合わせたおすすめの
本の展示･貸出のほか、小学生の選書
体験で選ばれた本を紹介します。
日時u(開催中〜)５月13日(日)まで、
9:00〜19:00(４月23日(月)、５月１
日(火)･７日(月)は休み)　会場･問uほく
とライブラリー明徳館☎(832)9220

歯科医によるむし歯予防の話と公開
相談。１歳以上のお子さん(希望者の
み)は、フッ化物塗布体験も。
対象u乳幼児と保護者
日時u５月30日(水)13:30〜15:00
会場u市保健センター(八橋)
先着u30組　
申込u子ども健康課☎(883)1174

歯みがきレッスンと歯科衛生士や栄
養士の話など。
対象u４〜６月に１歳の誕生日を迎え
るお子さん 日時u５月31日(木)10:00
〜11:30　会場u市保健センター(八
橋) 先着u25組　
申込u子ども健康課☎(883)1174

広報あきた　平成30年４月20日号17

乳児のロタウイルスによる胃腸炎の重症化
を防ぐため、平成30年４月１日以降にロ
タウイルスワクチンの予防接種を受
けたお子さんを対象に、接種費用の一
部を助成しています。

秋田市に住民票があり、生後６〜24
週(ロタテックは32週)のお子さん

助成額
①ロタリックス▶１回あたり3,000円
②ロタテック▶１回あたり2,000円

対象

申請方法

医療機関で接種料金を全額支払った後、健康
管理課(同課ホームページでも)にある申請書
と予防接種の領収書、母子健康手帳の予防接
種記録の写しを同課へ提出してください(郵送
可)。後日、助成額を指定口座に振り込みま
す。同一年度内に接種したものは、まとめて
申請できます。
〒010-0976 八橋南一丁目８-３ 

秋田市健康管理課☎(883)1179

４月
から

幼児学級 ひまわりキッズ

北部子育て交流ひろばの育児講座

こどもの読書週間資料展示 歯ッピーバースデイ

フッ化物塗布
� �

体験講座

はねかわ保育所幼年消防クラブが、自治体消
防70周年記念事業の一環で、(一財)日本防火･防
災協会長表彰を受賞しました。

これは同クラブが、平成６年の結成以来、地域
の秋田市消防団下浜分団のみなさんに教わりなが
ら、春･秋の火災予防運動期間に、防火パトロール
を続けてきたことが認められたものです。おめ

でとうございました。
消防本部予防課

☎(823)4247

長年の活動が表彰されました！

４月５日、表彰伝達式で

はねかわ保育所幼年消防クラブ

＊防火教育などを通じ、子どもたちの育成を図る幼年消
防クラブは、現在秋田市に８団体あります。

｢火の用心！｣。表彰伝達式
当日も、拍子木を鳴らしな
がら地域をパトロール！ 

各子育て交流
ひろばの場所

中央＝市役所２階、東部･南部･雄和＝各市民SC１階
西部･北部･河辺＝各市民SC２階育児コーナー！

笑顔がいいね

＊料金の記載がないものは無料です。＊申込方法がないものは直接会場へ。
＊文中｢SC｣はサービスセンターの略。

ロタウイルスワクチンの
予防接種費を助成します
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竿燈まつり公式ガイド
ブック販売予約受付中

４月23日(月)9:00から
産業企画課☎(888)5725

はがきに、催し名、住所、氏名(ふりが
な)、年齢、電話･FAX番号を記入し、５月
１日(火)(必着)まで、
〒010-0824 仁別字マンタラメ227-１
太平山自然学習センター☎(827)2171

日時

田植えu５月26日(土)9:00〜13:00
…餅つき体験と汁餅の試食も
稲刈りu９月29日(土)9:00〜13:00
…新米でおにぎり作りも。
また、新米を１人あたり３
合分お持ち帰りできます

両日参加できるかたで先着20人。な
お、荒天時は翌日に延期します。

参加費 各回1,000円(子ども500円)

＊子ども料金は４歳〜小学生。３歳以下のお子
さんの参加は無料ですが、食事と新米の提供
はありませんのでご了承ください。

持ち物

長靴、着替え、タオル、雨具、飲
み物。田植えは汁餅用のお椀

� �

と
お箸

� �

も、稲刈りは鎌、軍手も

申し
込み

５月27日(日)9:00～15:00
集合 太平山自然学習センター

高校生以上のかたが対象(グループ可)です。コースは、
太平山自然学習センター〜オーパス頂上経由〜前岳女人堂
の往復。昼食は各自。秋田駅東口から無料送迎バスあり。

＊グループの場合、全員分をご記入ください。
申し込みは１人１枚、１グループ１枚です。

保険料u50円
定員(抽選)u20人

５月14日(月)17:00まで、太平山観光開発㈱新緑
トレッキング担当☎(827)2001

日時 ５月20日(日)9:00～14:30
集合 クアドーム ザ･ブーン

小学生以上のかたが対象です(小･中学生は保護者同
伴)。太平山リゾート公園を散策します。トレッキング
後、ザ･ブーンで入浴もできます(昼食、参加記念品付き)。

申し
込み

参加費u3,000円
定員u30人程度

田植え＆稲刈り体験

新
緑
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

申し
込み

今年の秋田竿燈まつり(８月３日(金)〜６日(月))の個人向け(14人
以下)観覧席の予約を５月１日(火)10:00から受け付けます。詳し
くは竿燈観覧席予約センターへ。☎(866)9977

観
覧
席
料
金

枡
� �

席(定員６人)…１枡20,000円
S席(中央道路壁上ひな壇)…１席3,000円
A席(上記以外のひな壇、パイプいす)…１席2,500円
B席(長いす)…１席2,100円

＊大人･子どもとも同額です。ただし、座席が要らない乳幼児は無料です。
＊入金後の払い戻し、雨天中止による払い戻しは受け付けません。

★次の①～④のいずれかでお申し込みください
①インターネットから(24時間受付)uhttp://www.kantou.gr.jp
②窓口u秋田観光コンベンション協会(大町のイーホテル秋田１階)
③竿燈観覧席予約センターu☎(866)9977 ④uFAX(866)9978
…FAXの申込用紙は、ホームページからダウンロードするか観覧

席予約センターへお問い合わせください

スケジュールや見所がたっぷり載っている公式ガイドブックは
１冊300円。観覧席予約センターへお問い合わせくださいu

河辺赤平地区で

太
平
山
前
岳
登
山
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■結石の場所や大きさにより治療法が異なります

尿管は腎
� �

臓から膀胱
� � � �

へと尿を運ぶ細い管のこ

とで、この管に結石がつまる病態を尿管結石と言

い、ときに腰や下腹部に激しい痛みを伴います。

これは、腎臓の中でできた結石が、尿管へ移動し

て尿の通り道をふさぐことで起こります。

検査方法は、尿検査、超音波検査、腹部CTなど

があります。治療法は、場所や大きさによって異

なり、結石が10mm未満と小さい場合は、痛みを

抑えながら自然に排石
● ●

されるのを待つ事もできま

す。大きな結石や、小さくても自然に排石されな

かったものは、内視鏡による手術や体外衝撃波に

よる治療が行われます。

■結石になる成分の過剰摂取が原因です

尿管結石の成分はカルシウム結石が大半で、そ

の他に尿酸結石などもあります。カルシウムやシ

ュウ酸、尿酸などの結晶になる成分が尿の中に過

剰に含まれている事が結石形成の原因です。

シュウ酸は葉
� �

菜
� �

類、タケノコ、紅茶、コーヒー、

お茶、チョコレートなどに多く含まれています。

過剰摂取しないことが重要で、葉菜類は茹
�

でて調

理するかカルシウムと一緒に摂取するとシュウ酸

の吸収が抑えられます。他にも、塩分や動物性タ

ンパク質、高プリン体食品の過剰摂取を控えるこ

と、水分を十分にとり、１日の尿の量が２ℓ程度

になるようにすることも予防に効果的です。

尿管結石は、肥満･高血圧･糖尿病といった生活

習慣病とも関連していて、メタボリックシンドロ

ームの一疾患とも言えます。バランスの良い食事

と適度な運動を心がけ、予防しましょう。

Q

健康
ライフ
太鼓判!

あなたの健康づくりを
サポートする、ミニ情報
をお届け！

おしえてドクター！
尿管結石が、メタボと関連して
いると聞いたのですが…

今回のお話はu

A メタボの一疾患と言えます。バランスの
良い食事と適度な運動で予防しましょう

市立秋田総合病院 
泌尿器科　前野 淳 医師

６月１日(金)･22日(金)
9:00〜12:40

集合･解散場所u市役所か秋田駅
コースu市役所→秋田駅中央改札
前→秋田城跡歴史資料館･史跡
公園→土崎みなと歴史伝承館→セリオン→市役所→秋田駅

申し込み(１通で２人まで)

往復はがき、FAX、Eメールのいずれかで、見学日、希望の
集合･解散場所、参加者全員の氏名、年齢、住所、電話･FAX
番号を、５月９日(水)(必着)までお知らせください。
〒010-8560 秋田市役所広報広聴課 FAX(888)5472　
Eメール skengaku@city.akita.akita.jp 問u☎(888)5471

＊電話では受け付けません。決定通知は５月中旬頃に送付します。
FAX、Eメールの場合、その番号、アドレスに返信します。

＊就学前のお子さんとの参加はご遠慮ください。

対象は高校生以上。
コップ作りを目標とし
た初心者コースです。

１回ごとに3,240円

日程

①５月12日(土)u７月28日(土)
の毎週土曜、9:30〜12:30

②５月13日(日)u７月29日(日)
の毎週日曜、9:30〜12:30

受講料

各４人(応募多数の場合抽選)定員

申し
込み

往復はがき(１人１通)に、希望
日程、住所、氏名(ふりがな)、
年齢、電話番号を書いて４月
27日(金)(消印有効)まで、
〒010-1638 新屋表町５-２
新屋ガラス工房☎(853)4201

新
屋
ガ
ラ
ス
工
房

吹
き
ガ
ラ
ス
講
座

■資料館は入館料200円が必要です／定員(抽選)各20人■



＊市関連以外の掲載事業は、市が特に推奨するものではありません。参加内容は、主催者に事前によくご確認ください。
生じたトラブルに関して、市は責任を負いかねます。 20

働大町ビルで開催する短歌大会の
作品を募集します。申込u200字
詰め原稿用紙に作品(１人１首。
未発表に限る)、住所、氏名、電話
番号、６月13日の大会と総会の出
欠を書いて、出詠料1,000円(小為
替か現金書留)と一緒に５月７日
(月)(消印有効)まで、〒010-0921
大町四丁目３-44-204 田中安さ
ん☎(864)7679
■若者の語り場　
対象u39歳以下のかた　
日時u５月12日(土)15:00〜17:00
会場u中央市民SC洋室２(市役所３
階)　参加費u500円　
問uNPO目的のある旅の草野さん

☎080-3088-7506
■森林学習館｢木こりの宿｣が臨時
休館 施設点検のため、５月７日
(月)から10日(木)まで休館します。

☎(827)2111

19歳以上のかたで、①〜③は女性
のみ、④は初心者が対象です。会
場はサンライフ秋田。申し込みは
４月21日(土)10:00から。

☎(863)1391
①火曜日のピラティス
日時}５月８日(火)から29日(火)ま
での毎週火曜、13:30〜14:4    5
受講料u3,850円　定員u15人
②心と身体を変えるピラティス
日時}５月11日(金)から25日(金)ま
での毎週金曜、13:00〜14:15
受講料u2,890円　定員u15人
③ピラティス夜コース　日時}５
月11日(金)から25日(金)までの毎
週金曜、18:30〜19:45　
受講料u2,890円　定員u15人
④アクアリラックス
日時}５月11日(金)から25日(金)ま
での毎週金曜、9:15〜10:30　
受講料u2,320円　定員u25人

薬剤師が｢COPD(慢性閉塞性肺疾

患)と禁煙の治療薬｣について、管
理栄養士が｢喫煙と食事｣について
話します。車のかたに、駐車場無
料スタンプを押します。　
日時u５月10日(木)13:00〜13:40
会場u市立病院２階講堂　
問u市立病院リハビリテーション
科☎(823)4171(代表)

栄養士が相談に応じます(１人に
つき50分程度)。
日時u５月11   日(金)9:30〜16:30　
会場u市保健センター(八橋)　先着
u５人　申込u４月23日(月)8:30か
ら保健予防課☎(883)1178

■看護の日〜看護のこころをみん
なのこころに〜 ストレスチェッ
クや栄養指導など。日時u５月11
日(金)10:00〜12:00　会場u秋田
大学医学部附属病院外来棟１階　
問u秋田大学医学系研究科･医学部
医事課☎(884)6039
■秋田県民と集う｢看護の日｣フェ
ア ｢認知症のある方と家族を支
える地域の取り組み｣と題した講
演や健康相談、ちびっこナースの
写真撮影など。日時u５月12日
(土)10:00〜14:45 会場uアルヴ
ェ１階のきらめき広場　
問u秋田県看護協会☎(831)8020

■硬式テニスクラブ(シニア) 対
象u男性60歳以上、女性50歳以上
日時u10月29日(月)までの毎週月
曜、9:00〜15:00　会場u太平山
リゾート公園テニスコート　参加
費u2,000円とコート代１日200
円　申込u秋田県シニアテニス協
会の時田さん☎080-1666-1430
■地域型はつらつくらぶ
介護予防体操など。対象}介護者
なしで参加できる65歳以上のか
た　日時}６月から３月までの第
３金曜、13:30〜15:00　会場u

東地区コミュニティセンター 定
員}20人　申込}５月２日(水)まで
広面地域包括支援センター桜の園

☎(853)7240
■ここからサロン

〝スマイルストレッチ〟と茶話会。
対象u60歳以上のかた　
日時u５月25日(金)13:30〜15:30
会場u勝平地区コミュニティセン
ター 参加費u300円　申込u５月
21日(月)まで勝平地域包括支援セ
ンターシンシア☎(883)3055
■講演会｢笑顔あふれる重症児在
宅医療を目指して｣ 講師は、医療
法人財団はるたか会の前田浩利理
事長。日時u５月26日(土)14:00〜　
会場uカレッジプラザ(中通の明徳
館ビル２階)　問u秋田大学大学院
医学系研究科小児科学講座

☎(884)6159

健　康
サンライフ秋田の教室

呼吸教室

食生活相談

みんなの掲示板④

フラワーアレンジメントを学びます。直接会場へどうぞ。
対象u65歳以上のかた　日時u４月26日(木)10:00〜12:00　
会場u雄和ふれあいプラザ 材料費u1,000円　持ち物u筆記用
具、はさみ　問u雄和ふれあいプラザ☎(886)5071

いきいきサロン

健康で充実した人生を送るための講話、創作
活動、体験学習など。対象u雄和地域のおおむ
ね65歳以上のかた　日時u５月から３月まで
に毎月１回、10:00〜11:30、13:30〜15:00　会場u雄和市
民SCほか 年会費u500円(実費負担あり)　先着u10人　
申込u４月23日(月)9:00から雄和市民SC☎(886)5540

高齢者学級｢花陽クラブ｣受講生募集
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当日直接、市役所１階の市
民相談センターへどうぞ。
先着順(15:30で受付終了)

４／24(火)8:30から、
市役所１階の市民相談セン
ターの窓口か電話でご予約
ください。☎(888)5646

＊「要予約」の相談利用は、同一年
度内に１人各１回までです。市

民
相
談

セ
ン
タ
ー
の

無
料
相
談

市民相談センター

法　律

司法書士
行政書士

公証人・遺言

人権・困りごと

相談の種類 相談日時 申し込み相談場所

市民相談センター
行　政 ５/ ９(水)13:00〜16:00

５/10(木)13:00〜16:00

５/９(水)･17(木)･24(木)、
９:00〜12:00

要
予
約

定
員
各
６
人

予
約
不
要

定
員
各
６
人

５/８(火)･22(火)、13:00〜16:00

５/10(木) ９:00〜12:00

年金・社保

５/15(火) ９:00〜12:00

西部市民SC

５/７(月)13:00〜16:00

市民相談センター

５/11(金)13:00〜16:00

税務相談 ５/15(火)13:00〜16:00

­­­­

太平山リゾート公園内の｢市民手
作り公園｣の整備活動にボランテ
ィアとして参加しませんか。花壇
作り、花苗植栽、除草などの作業
を10月まで月２回程度行いま
す。会員特典あり。
問u同事務局の佐藤さん(太平
山観光開発内)☎(827)2001

代かきから田植え期に排出される
濁水が、八郎湖や河川下流の水質
悪化の一因になっています。水田
からの排水削減に努めましょう。
u水田を点検し、畦畔

� � � �

の補修などに
より漏水を防ぎましょう
u代かきは、土面が７、８割見える
程度の状態で行いましょう
u代かき後も、田植え時の落水を極
力少なくしましょう
問u県環境管理課八郎湖環境対策
室☎(860)1631

対象u石油燃焼機器の点検整備業
務に従事しているか、従事しよう
とするかた　日時u６月11日(月)･
12日(火)、9:00〜18:00　会場u

ルポールみずほ(山王) 手数料

u17,280円　定員u120人　申込u

５月18日(金)まで日本石油燃焼機
器保守協会☎03-3499-2928

■精神障がい者家族相談
ご家族の不安や悩みなど。
日時u４月27日(金)10:00〜15:00
会場u市老人福祉センター２階和
室(八橋) 問uNPO法人秋田けや
き会☎(863)4481
■若者の心といのちの相談会
対象u39歳以下の悩みのあるかた
日時u４月28日(土)10:00〜16:00
会場uにぎわい交流館(中通)
申込uNPO法人秋田県就労･生活自
立サポートセンター

☎090-6681-6677­­­­
■障がい児者総合相談会
生活や就労など。日時u５月13日
(日)13:30〜16:00　会場u中央市
民SC洋室２(市役所３階) 問u障
がい者生活支援センターほくと
☎(873)7804･FAX(853)4977

■わかくさ相談電話
少年の悩みや心配事について。
時間u平日9:00〜16:00(月曜の
み10:00から)。アルヴェ５階の
少年指導センターでは来所相談に
も応じます(要予約)
相談電話u(884)3868
■秋田県司法書士会の相談会
不動産･会社･法人の登記、多重債
務など。時間u平日13:30〜15:00
会場u秋田県司法書士会館(山王)　

先着u２人(１人あたり30分)　
申込期限u前日(平日)の15:00ま
で。☎(824)0055

■三庁見学ツアー 山王にある裁
判所、検察庁、法務局を見学！­日
時u５月21日(月)13:30〜16:00
定員u40人 申込u５月８日(火)か
ら17日(木)まで、秋田地方･家庭裁
判所事務局総務課

☎(824)3121(内線590)
■地図作成のための土地調査･測
量を実施します 秋田地方法務局
では、今年度、土崎港中央六丁
目、将軍野南一丁目･二丁目で、登
記所備付地図作成作業を行いま
す。その際、土地所有者のかたへ
の境界確認立ち会いのお願いや、
測量のため土地に入らせていただ
く場合がありますので、ご協力を
お願いします。
問u秋田地方法務局地図作成現地
事務所☎(880)6551
■かがやきの丘ボランティア募集
上北手にある、かがやきの丘３校
(視覚支援学校、聴覚支援学校、秋
田きらり支援学校)では、自分の特
技(ダンス･茶道･華道･水泳･音楽・
読み聞かせなど)を指導できるか
たを募集しています。
対象u高校生以上のかた
申込u視覚支援学校☎(889)8571
■秋田市歌人協会短歌大会作品募
集 同協会が、６月13日(水)に協

案　内

■文中｢SC｣はサービスセンターの略。

なんかヤッペーの会

水田からの濁水流出防止に協力を

石油機器技術管理士講習･認定試験

各種相談をご利用ください みんなの掲示板③



22＊市関連以外の掲載事業は、市が特に推奨するものではありません。参加内容は、主催者に事前によくご確認ください。
生じたトラブルに関して、市は責任を負いかねます。

会場u中央市民SC洋室４(市役所３
階)　先着u30人　申込u４月27日
(金)まで長寿福祉課☎(888)5666

心の悩みを聴く相談員を養成しま
す。日時u５月15日(火)から７月
24日(火)までの毎週火曜、18:30
〜20:30　会場uジョイナス(千
秋)か、にぎわい交流館(中通)
受講料u10,000円　定員u15人
申込uNPO法人秋田いのちの電話
☎(823)0021(12:00〜18:00)

■弓道教室
対象u中学生以上(初­­­­­心者歓迎)　
日程u５月22日(火)から７月13日
(金)までの火･金曜に15回(７月６
日(金)を除く)、18:00〜20:00　
会場u一つ森公園弓道場　
材料費･保険料などu4,000円　
定員u20人　申込u５月12日(土)ま
で秋田市弓道連盟の小松原さん

☎(889)6789
Eメール­akitashi_kyudo@yahoo.co.jp
■小学生向けソフトテニス教室　
対象u小学３〜６年生　
日時u５月中旬からおおむ
ね毎週水曜の16:00〜
会場u八橋運動公園テニス
コート 参加費u年9,000円　
定員u20人　申込u往復はがきに、
住所、氏名、性別、学年、電話番号
を書いて、５月10日(木)まで、〒

011-0946­土崎港中央五丁目３-
１­秋田市ソフトテニス連盟の伊
藤さん☎090-4314-3647
■エンジョイボクシングクラブ
対象u小学生以上　日時u来年３月
までの毎週水曜、18:00〜20:00
会場uCNAアリーナ★あきた
参加費u月1,000円(中学生以下無
料)　申込u４月20日(金)から秋田
市ボクシング協会の古木さん

☎(839)6341
■あきた地魚クラブ 調理実習と
講義。日時u５月から９月までの
毎月第２火曜、10:00〜14:00　
会場u卸売市場管理棟２階(外旭川)
参加費u１回1,000円　定員u15人
申込uFAX、Eメールのいずれかで
住所、氏名(ふりがな)、電話番号
をお知らせください。NPO法人秋
田水生生物保全協会の木村さん

☎･FAX(827)3407
Eメール­ataqc@aroma.ocn.ne.jp

日時u５月６日(日)14:00〜
会場u県民会館　問u御所野学院中
学校の須藤さん☎(889)8330

９月に開催する｢第16回秋田県障
害者スポーツ大会｣の参加者を募
集します。詳しくはお問い合わせ

ください。
日程と種目(会場)
◆９月１日(土)…陸上競技(県立中

央公園)、フライングディスク
(県立中央公園)、ボウリング(ロ
ックンボウル)

◆９月８日(土)…アーチェリー(県
立勤労身体障害者スポーツセン
ター)、サウンドテーブルテニス
(県心身障害者総合福祉センタ
ー)、バレーボール〈精神障が
い〉(CNAアリーナ★あきた)

◆９月15日(土)…水泳(県立総合プ
ール)、一般卓球(県立体育館)　　

申込u４月25日(水)から市障がい福
祉課(市役所１階)で配布する申込
用紙で、５月25日(金)までに同課
へ　問u秋田県障害者スポーツ協会
☎(864)2750･FAX(874)9467

■商店街スゴロク
サイコロの出た目で大町･通町エ
リアのお店を移動し、時間内にゴ
ールしたら景品抽選会へ！­
日時u４月28日(土)11:00〜15:00　
受付u美鳥会館(通町｢はきもの登
美屋｣となり) 参加費(お買い物
券)u500円 問uSiNGの武内さん

☎090-2363-0398
■東日本大震災チャリティーショー
日時u５月３日(木)13:30〜15:00　
会場uさきがけホール(山王)
問u早川みかTAPダンススタジオ

☎(845)6591

催　し

­­­­­­

秋
田
公
立

美
術
大
学
の

プ
チ
情
報
コ
ー
ナ
ー

大学の地域･社会との連携をより実効性と機
動性があるものとするため、秋田公立美術大
学社会貢献センターを改め、新たに｢NPO法人
アーツセンターあきた｣を設置しました。

同センターは、大学における教育･研究成果
を地域社会に還元する事業を実施する機関と
しての役割を担い、企業や行政との共同研究
や産学連携事業のほか、展覧会、公開講座など
を行うこととしています。

問い合わせ
美大企画課

☎(888)8478

NPO法人
アーツセンターあきた

開設しました！
今後の事業予定

みんなの掲示板①

御所野学院吹奏楽部定期演奏会

秋田県障害者スポーツ大会

みんなの掲示板②

いのちの電話相談員養成講座

u全国の高校生を対象に
した、合宿プラン公募事
業｢U-18 クリエイティブ
キャンプ｣…この夏、県内で行う
部活の合宿アイデアを募集！ 最
優秀賞に30万円！ 詳しくはホ
ームページで。http://u18cc.jp
u大森山アートプロジェクト
推進事業

u子どもアトリエ
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表紙の
はなし

いよいよ始まる｢ピカソ展｣。一目でわかる独特な画風の作品はもちろん、繊細なタッ
チの作品も見逃せません。さらに、レンブラントやゴヤといった名だたる画家の版画も
楽しみです。ぜひ会場へ足を運び、奥深い美術の世界に浸ってみてはいかがですか。

ロボットの動きをパソコンでプロ
グラミングします。対象u小学４年
生以上の２人１組　日時u５月12
日(土)、午前の部9:20〜11:50、
午後の部13:00〜15:30　
会場u自然科学学習館(アルヴェ４
階)　先着u各10組
申込u５月２日(水)16:00から自然
科学学習館☎(887)5330

対象u初めて手話を学び、将来、手
話奉仕員としての活動をめざす高
校生以上のかた　日時u５月16日
(水)から12月12日(水)までの水･金
曜に45回、18:30〜20:30　
会場u県心身障害者総合福祉セン
ター(旭北)　テキスト代u3,500
円　定員u40人(抽選)　申込u往復
はがきに、住所、氏名(ふりがな)、
電話番号、受講理由を書いて５月
１日(火)(必着)まで、
〒010-0976 八橋南一丁目８-２
秋田市身体障害者協会

☎(866)1341

土づくりや水やりのタイミング、肥
料の与え方などの講話と土の耕し
方、寄せ植えの実技。
対象uおおむね50歳以上のかた
日時u５月13日(日)9:45〜14:30　
会場u太平山自然学習センターほ
か　参加費(昼食代込)u2,000円　
定員u15人　申込uはがき、FAX、
Eメールのいずれかで、催し名、住
所、氏名(ふりがな)、年齢、電話･
FAX番号、花に関する質問を書い

て４月23日(月)から30日(月)(必
着)まで、〒010-0824 仁別字マ
ンタラメ227ｰ１ 太平山自然学習
センター　FAX(827)2173
Eメール ro-edoo@city.akita.akita.jp
問u☎(827)2171

田植え、野菜の植え
付け、稲刈り、野菜
の収穫、収穫祭など。
対象u小学３〜６年生の親子　日時
u５月27日(日)、７月22日(日)、９月
30日(日)、10月28日(日)、9:30〜
11:30　会場u雄和石田地区　参
加費u１家族4,000円　先着u10
家族　申込u４月23日(月)9:00か
ら雄和市民SC☎(886)5540

子どもの健やかな育ち、家庭学習
の進め方などを学びます。
対象u小学生の保護者(家族)　日時
u５月16   日(水)と６月から11月ま
での第１水曜、10:00〜12:00　
会場u南部市民SCほか 先着u25人
申込u４月23日(月)9:00から南部
市民SC☎(838)1217

〝女性が創る｢ゆうわ｣〟をテーマに
した講話や、食文化などを学びま
す。対象u雄和地域の女性 日時u

５月から３月までに10回、10:00
〜11:30　会場u雄和市民SCほか
年会費u1,000円(別途実費負担あ
り)　先着u10人
申込u４月23日(月)9:00から雄和
市民SC☎(886)5540

時間は10:00〜13:00。会場は秋
田テルサ。申し込みは４月24日
(火)10:00から。☎(826)1800

(開催日、参加費、定員の順で記載)
u男子厨房に入る(とりつくね)
９日(水)、1,300円、16人　
uオレンジのお菓子(ババロア･ゼリー)
11日(金)、1,500円、16人　
u男子厨房に入る(牛肉ゴボウのしぐれ煮)
12日(土)、1,000円、16人　
u簡単おつまみ(ギョーザの皮のピザなど)
14日(月)、1,500円、16人
uケーキ屋さんのチェリーパイ
16日(水)、2,400円、８人
…夜の部(18:30〜21:00)も開催
uドーナツとヨーグルトプリン
17日(木)、1,800円、12人
u秋田の５月料理(炊き込みご飯など)
23日(水)、1,800円、16人
u旬の野菜レシピ(オーブンキャロットなど)
25日(金)、1,500円、16人
u手作りナンと本格カレー
30日(水)、1,800円、16人

就業などに役立つワードの基本操
作を学びます。
日時 u５ 月 16日 (水 )･17日 (木 )、
13:00〜16:00　会場u中央市民
SC洋室２･３(市役所３階)　
受講料u1,300円　先着u10人　
申込u４月23日(月)9:00から生活
総務課☎(888)5650

相手の気持ちに寄り添い、話を否
定することなく受け止めて聴く
｢傾聴｣を学びませんか。
対象u45歳以上で傾聴ボランティ
アとしての活動を考えているか
た。ただし、要介護認定･要支援
認定を受けているかた、本講座を
受講済みのかたを除く　日時u５
月22日(火)、６月６日(水)、７月９
日(月)、14:00〜16:00。このほ
か６月中旬以降に実地研修を、７
月中旬以降にも講座を行います

■文中｢SC｣はサービスセンターの略。

講　座
ロボットプログラミング(基本編)

手話奉仕員養成講座

熟年塾 はじめてのガーデニング

農業体験教室

家庭教育学級

雄和地域女性セミナー

テルサの料理教室(５月分)

パソコン講座(ワード初級)

傾
� �

聴
���

ボランティア養成講座
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せ だ い

｢秋田市農業ブランド｣を発信するウェブサイト、PR動画ペ
ージ、フェイスブック、インスタグラムを開設しました。新

●

鮮
●

な
●

情報を随時発信中！ ぜひアクセスしてください。

市の窓口で出生届を提出する際に、所定の
申込書に記入し｢ダリア券｣をお受け取りくだ
さい。この券は、指定のフラワーショップな
どで2,000円相当のダリアと交換できます。　

なお、ダリアの入荷には１週間程かかりま
すので、事前に指定する店舗へご予約ください。

＊子ども健康課での手続きは、里帰り出産などで他市町村へ出生届を提出し、
母子健康手帳別冊交付のため来所する市民が対象です。

ダ
リ
ア
券

交
付
窓
口

市役所１階の市民課、西部･南部･北部･河辺･雄和の各
市民サービスセンター、駅東サービスセンター、岩見三
内･大正寺の各連絡所、市保健所(八橋)の子ども健康課

u｢農家のパーティ｣ウェブサイト　http://farmers-party.jp/
uPR動画  ｢『農家のパーティ』秋田市のおいしい挑戦｣　

https://youtu.be/OowZyZkxFDk
uフェイスブック　https://www.facebook.com/akita.farmers.party/
uインスタグラム　https://www.instagram.com/farmers_party/

【問い合わせ】
産業企画課

☎(888)5724

｢農家のパーティ｣ウェブサイト
で、市内産農産物などを取り扱う個
人･法人などの事業者を紹介しま
す。ご希望のかたは、同サイトにあ
る登録フォームからご依頼いただく
か、産業企画課へご連絡ください。

画
像
は

Ｐ
Ｒ
動
画
よ
り

秋田市産品の取扱事業者を募集！
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